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シリーズ③ 自治基本条例にご意見をお寄せください自治

３年連続で町税等の滞納額が減少税制

障害福祉サービス説明会を開催します福祉

長寿医療制度 年金天引きから口座振替に変更できます保健

農業委員改選農政

２年間ありがとう ダナ ようこそ ニコール学習

題名『社会を明るくする運動』　～　中谷　秀雄さん（富町２丁目）



　

上
富
良
野
町
自
治
基
本
条
例（
案
）に
対
す

る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

条
例
案
の
内
容
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
て
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

８
月　

日（
金
）〜
９
月　

日（
火
）ま
で

１５

１６

閲
覧
方
法　

�
次
の
施
設（
９
か
所
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

①
役
場　

②
か
み
ん

　

③
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー　

④
公
民
館

　

⑤
町
立
病
院　

⑥
上
富
良
野
郵
便
局

　

⑦
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅　

⑧
中
茶
屋

　

⑨
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

�
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

　

①
持
参

　

②
郵
送　

　

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

④
電
子
メ
ー
ル

　

⑤
町
民
ポ
ス
ト（
９
か
所
）

みんなで考えるこれからのまちづくり

自治基本条例自治基本条例 ３３

広報かみふらの ２００８.８   �

�
住
所
・
氏
名
又
は
団
体
名
・
電
話
番
号
を

　

記
載
く
だ
さ
い
。
記
載
の
な
い
場
合
は
、

　

無
効
に
な
り
ま
す
。

結
果
の
公
表　
　

９
月
下
旬
頃

問
合
せ
・
提
出
先

　
�
０
７
１
‐
０
５
９
６

　

上
富
良
野
町
大
町
２
丁
目
２
番　

号
１１

　

上
富
良
野
町
役
場

　
　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
�
�
６
９
８
５　
�
�
５
３
６
２

　
　

メ
ー
ルjichi@

tow
n.kam

ifurano.lg.jp

http://hp.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp/

育
て
ま
し
ょ
う

み
ん
な
の
条
例

！

自
治
基
本
条
例
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い前文

�

目的（第１条）

町民主体の公正で民主的な自治の実現

定義（第２条）

用語の定義

�

まちづくりの基本理念（第３条）

未来志向自主自律相互補完人権尊重町民主体

��

責務まちづくりの基本原則

町の役割と責務
（第１３～１６条）

議会の役割と責務
（第１０～１２条）

町民の権利と責務
（第７～９条）

参画と協働
（第６条）

自助共助公助
（第５条）

情報共有
（第４条）

�

制度と原則

地域防災コミュニティ信頼される町政の推進

活火山十勝岳
（第３３条）

町・町民の防災の
役割（第３４条）

コミュニティの充実
（第３１条）

コミュニティと町の
関わり（第３２条）

参画と協働情報共有町政運営

参画と協働
（第２８条）
政策決定過程
への参画
（第２９条）
審議会等への
参画（第３０条）

情報の公開と共有
（第２４条）

情報の収集と管理
（第２５条）

説明責任（第２６条）
個人情報の保護
（第２７条）

総合計画（第１７条）
財政運営（第１８条）
行政手続（第１９条）
応答義務（第２０条）
政策法務（第２１条）
行政評価（第２２条）
行政サービスの提供
（第２３条）

交流と連携町民投票制度

様々な人々との交流
（第３７条）

他の自治体等との
連携（第３８条）

町民投票の実施
（第３５条）

町民投票の請求と
発議（第３６条）

�

条例の位置付け

最高規範性（第３９条）　見直し手続き（第４０条）

上富良野町自治基本条例（案）の構造

まままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
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くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククククク
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

テ
ー
マ　

み
ん
な
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の

　

ま
ち
づ
く
り
「
自
治
基
本
条
例
と
協
働

　

の
ま
ち
づ
く
り
」

�
８
月　

日（
火
）

２６

　
　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
室

�
８
月　

日（
水
）

２７

　
　

泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
室

�
８
月　

日（
木
）

２８

　
　

公
民
館　

第
１
研
修
室

�
い
ず
れ
も　

時
〜　

時
頃
ま
で

１９

２１

�
３
日
間
と
も
同
じ
内
容
で
す

�
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

住民会長・町内会長町政懇談会での自
治基本条例説明の様子（７月１５日）

�団体・グループなど、５人以上が集
　まれば、ぜひ「出前講座」をご利用
　ください。町の職員が講師になり、
　自治基本条例について説明します。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集



�  広報かみふらの ２００８.８

�
 
条
文
の
概
要 �

【
前
文
】

　

上
富
良
野
町
の
町
勢
や
歴
史
的
背
景
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
そ
れ
を
実
行

し
て
い
く
た
め
の
姿
勢
、
条
例
の
最
高
規

範
性
な
ど
を
明
記
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
を
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
・
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
町
を
め
ざ
す
」
と
し
て

い
ま
す
。

【
第
１
章　

目
的
と
理
念
】

目
的
…　

町
民
、
議
会
及
び
町
の
役
割
や

　

責
務
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
町
民
主
体
の
公
正
で
民
主
的
な

　

自
治
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

　

し
ま
す
。

定
義
…　
「
町
民
」「
町
」「
参
画
」「
協
働
」

　
「
ま
ち
づ
く
り
」「
町
の
仕
事
」「
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
」
の
意
味
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

�
「
参
画
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
様
々

　

な
活
動
に
、
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と

　

で
す
。

�
「
協
働
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な

　

立
場
で
役
割
と
責
任
を
担
い
、
補
完
し

　

協
力
し
あ
う
こ
と
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
…　

ま
ち
づ

　

く
り
を
進
め
る
際
に
共
有
す
べ
き
５

　

つ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

�
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
、
住
民
自

　

治
の
担
い
手
で
す
。（
町
民
主
体
）

�
お
互
い
の
違
い
を
理
解
す
る
と
と
も

　

に
尊
重
し
あ
い
ま
す
。（
人
権
尊
重
）

�
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
あ
い
ま

　

す
。（
相
互
補
完
）

�
学
習
や
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
惜
し

　

ま
ず
自
ら
を
高
め
ま
す
。（
自
主
自
律
）

�
次
世
代
へ
の
責
任
を
持
ち
、
上
富
良
野

　

町
を
守
り
育
て
ま
す
。（
未
来
志
向
）

【
第
２
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
】

情
報
共
有
の
原
則
…　

情
報
を
町
民
、
議

　

会
、
町
が
共
有
し
て
進
め
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
原
則
…　

町
民
一

　

人
ひ
と
り
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

が
自
ら
の
責
任
の
も
と
に
決
定
し
行

　

動
す
る
と
と
も
に
、
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の

　

活
動
を
補
完
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

参
画
と
協
働
の
原
則
…　

町
民
一
人
ひ

　

と
り
の
参
画
、
町
民
と
町
及
び
町
民
同

　

士
が
相
互
理
解
の
も
と
に
、
協
働
で
進

　

め
ま
す
。

【
第
３
章　

町
民
の
権
利
と
責
務
】

町
民
の
権
利
…　

情
報
の
提
供
と
取
得

　

す
る
権
利
、
ま
ち
づ
く
り
に
等
し
く
参

　

画
す
る
権
利
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
等
し

　

く
受
け
る
権
利
を
有
し
ま
す
。

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権

利
…　

満　

歳
未
満
の
青
少
年
及
び
子

２０

　

ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ

　

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権
利

　

を
有
し
ま
す
。

町
民
の
責
務
…　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体

　

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
積
極
的
な
参

　

画
に
努
め
、
自
ら
の
発
言
と
行
動
に
責

　

任
を
持
ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
負

　

担
を
分
任
し
ま
す
。

【
第
４
章　

議
会
の
役
割
と
責
務
】

【
第
５
章　

町
の
役
割
と
責
務
】

町
長
の
責
務
…　

町
民
の
意
思
を
尊
重

　

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
条
例
を
遵
守
し

　

ま
す
。
効
率
的
な
組
織
運
営
に
努
め

　

ま
す
。

職
員
の
責
務
…　

こ
の
条
例
を
遵
守
し
、

　

誠
実
か
つ
効
率
的
に
職
務
を
行
い
ま

　

す
。
自
己
研
鑽
に
努
め
、
町
民
と
の
信

　

頼
関
係
づ
く
り
に
努
め
る

町
の
責
務
…　

公
平
か
つ
公
正
で
透
明

　

性
の
あ
る
町
政
運
営
、
町
民
の
意
向
や

　

地
域
の
実
情
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。

【
第
６
章　

信
頼
さ
れ
る
町
政
の
推
進
】

総
合
計
画
…　

最
上
位
計
画
と
な
る
総

　

合
計
画
を
作
成
し
、
町
の
仕
事
は
総
合

　

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
原

　

則
と
し
ま
す
。

財
政
運
営
…　

財
源
を
効
率
的
か
つ
効

　

果
的
に
活
用
し
、
自
主
的
か
つ
自
律
的

　

な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

行
政
手
続
…　

町
民
の
権
利
及
び
利
益

　

を
保
護
す
る
た
め
、
行
政
手
続
を
公
正

　

に
行
い
ま
す
。

意
見
、
要
望
、
苦
情
等
へ
の
応
答
義
務
等

　

町
民
か
ら
の
意
見
等
が
あ
っ
た
と
き

　

は
速
や
か
に
事
実
関
係
を
調
査
し
誠

　

実
に
応
答
し
ま
す
。

政
策
法
務
…　

自
治
立
法
を
積
極
的
に

　

行
う
ほ
か
、
法
務
能
力
の
向
上
に
努
め

　

ま
す
。

行
政
評
価
…　

町
の
仕
事
が
効
率
的
で

　

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
点
検

　

し
、
そ
の
行
政
評
価
の
過
程
や
結
果
を

　

公
表
し
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
…　

組
織
内
の

　

調
整
を
図
り
、
町
民
の
要
望
や
課
題
に

　

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

情
報
の
公
開
と
共
有
…　

次
に
揚
げ
る

　

制
度
を
総
合
的
に
活
用
し
ま
す
。

�
町
が
保
有
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

　

く
公
開
し
提
供
す
る
制
度

�
町
の
会
議
を
公
開
す
る
制
度

�
町
が
保
有
す
る
文
書
及
び
そ
の
他
の

　

記
録
を
請
求
に
基
づ
い
て
公
開
す
る

　

制
度

情
報
の
収
集
と
管
理
…　

町
政
に
関
す

　

る
情
報
を
的
確
に
収
集
し
、
整
理
し
、

　

保
存
し
ま
す
。

説
明
責
任
…　

町
の
仕
事
の
必
要
性
な

　

ど
に
つ
い
て
町
民
に
分
か
り
や
す
く

　

説
明
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
保
護
…　

個
人
情
報
の
収

　

集
、
利
用
、
提
供
、
管
理
等
に
つ
い
て

　

必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

参
画
と
協
働
…　

町
民
の
町
政
へ
の
参

　

画
機
会
の
拡
充
に
努
め
、
目
的
や
情
報

　

を
共
有
し
相
互
理
解
の
も
と
に
信
頼

　

関
係
を
築
き
ま
す
。

政
策
決
定
過
程
へ
の
参
画
…　

町
の
仕

　

事
の
段
階
に
お
い
て
町
民
が
参
画
で

　

き
る
仕
組
み
を
整
え
、
効
果
的
な
手
法

　

を
選
択
・
公
表
し
ま
す
。

審
議
会
等
へ
の
参
画
…　

公
募
の
委
員

　

を
加
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
第
７
章　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
…　

自
主
的
で

　

自
律
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、
育

　

て
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
町
の
関
わ
り
…　

コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主
性
及
び
自
律
性

　

を
尊
重
し
活
動
に
応
じ
て
支
援
し
ま
す
。

【
第
８
章　

地
域
防
災
】

活
火
山
十
勝
岳
…　

火
山
防
災
に
取
組

　

み
ま
す
。

町
と
町
民
の
防
災
の
役
割
…　

町
は
総

　

合
的
な
災
害
対
策
に
関
す
る
計
画
を

　

作
成
し
計
画
に
沿
っ
た
対
応
、
町
民
は

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
緊
急
時
に
お

　

け
る
町
の
諸
対
策
に
協
力
し
ま
す
。

【
第
９
章　

町
民
投
票
制
度
】

町
民
投
票
…　

町
長
は
、
町
政
に
係
る
重

　

要
事
項
に
つ
い
て
、
町
民
投
票
を
実
施

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
民
投
票
の
請
求
と
発
議
…　

選
挙
権

　

を
有
す
る
者
は
、
総
数
の　

分
の
１
以

５０

　

上
の
連
署
を
も
っ
て
、
条
例
の
制
定
を

　

町
長
に
請
求
、
議
会
議
員
は
議
員
定
数

　

の　

分
の
１
以
上
の
賛
成
者
を
得
て

１２

　

条
例
を
議
会
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

【
第　

章　

交
流
と
連
携
】

１０

様
々
な
人
々
と
の
交
流
…　

他
の
市
町

　

村
の
人
た
ち
の
知
恵
や
意
見
を
ま
ち

　

づ
く
り
に
い
か
し
ま
す

他
の
自
治
体
等
と
の
連
携
…　

国
・
北
海

　

道
そ
の
他
の
自
治
体
と
相
互
に
連
携

　

を
図
り
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

　

め
ま
す
。

【
第　

章　

条
例
の
位
置
付
け
】

１１

最
高
規
範
性
…　

こ
の
条
例
を
上
富
良

　

野
町
の
最
高
規
範
に
位
置
付
け
ま
す
。

条
例
の
見
直
し
等
…　

施
行
後
５
年
を

　

超
え
な
い
期
間
ご
と
に
条
例
を
総
合

　

的
に
検
討
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
と
、

①
町
が
ど
の
よ
う
な
制
度
や
原
則
で
運

　

営
し
て
い
る
か
、
町
民
・
議
会
・
町
が

　

共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
町
政
運
営
の
制
度
が
分
か
り
や
す
く

　

な
り
、
町
政
へ
の
参
加
・
監
視
・
点
検

　

と
し
て
活
用
で
き
、
行
政
活
動
の
質
を

　

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
町
民
が
主
役
と
な
っ
た
自
治
が
進
め

　

ら
れ
、
町
民
・
議
会
・
町
が
ま
ち
づ
く

　

り
の
目
標
や
目
的
を
共
有
す
る
こ
と

　

に
よ
っ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行

　

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
５

　

議
会
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
は
議
会
条
項
を
含
め
た
自
治

基
本
条
例
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か

ら
、
条
例
案
に
含
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
項
に
関
し
て
は
、
現

在
議
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。



町税町税 収納率及び滞納額
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納
率
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滞納額 収納率

グラフ１

10 1１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

年度

１,９８９

２,３１４

２,８４７
３,１７３

３,２８７

２,８６５
２,９８３

２,１７６
２,０９３

１,７５３

９７.９

９７.０

９７.７

９６.６

９６.２

９６.６

９６.７

９７.０

９７.５

９８.１

　

等
の
増
加

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
現
状
の
中
、
平
成　
１７

年
度
滞
納
総
額
は
６
千　

万
円
で
前
年
比
１

８８４

千　

円
の
減
、
平
成　

年
度
滞
納
総
額
は
６

１９１

１８

千　

万
円
で
前
年
比　

万
円
の
減
、
平
成　

６９

８１５

１９

年
度
滞
納
総
額
は
５
千　

万
円（
決
算
見
込

３１１

み
）で
前
年
比　

万
円
の
減
と
な
り
、
３
年

７５８

連
続
で
滞
納
額
が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

収
納
率
に
つ
い
て
も
、
向
上
し
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
１
・
２
参
照
）

　　

町
の
財
政
運
用
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
、
町
税
等
の
収
納
率
の
向
上
は
、
町

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
収
納
対
策
に
つ
い
て
は
、

１９

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
、
差
押
え　

件（
不

１４４

動
産
３
件
、
給
料
５
件
、
銀
行
預
金　

件
、

１０７

所
得
税
還
付
金　

件
）を
執
行
し
、
差
押
換

２９

価
額（
差
押
え
た
物
件
を
お
金
に
換
え
て
収

納
し
た
額
）は
、　

万
円
を
徴
収
し
ま
し
た
。

５１７

平
成　

年
度
滞
納
額
５
千　

万
円

１９

３１１

前
年
比　

万
円
減
少

７５８

　

平
成　

年
度
決
算
見
込
み
で
は
、
町
税

１９

（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た

ば
こ
税
、
入
湯
税
）の
収
入
総
額
は　

億
４

１０

千　

万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
総

６８６
額
は
３
億
８
千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

７７７

　

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
日
常

生
活
に
必
要
な
各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
町
税
を
滞
納
す
る
方
も
お
り
、
滞

納
額
も
相
当
額
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
町
税
等
の
滞
納
総
額
は
５

１０

千　

万
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
滞
納
額
が
増

２２７
え
続
け
、
平
成　

年
度
で
は
８
千　

万
円
ま

１６

７５

で
増
加
し
て
き
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

　

滞
納
額
が
増
加
し
て
き
た
主
な
要
因
は
、

�
経
営
所
得
の
低
下
や
勤
労
者
の
雇
用
・
就

　

業
環
境
の
悪
化

�
雇
用
悪
化
等
に
よ
る
社
会
保
険
か
ら
国
民

　

健
康
保
険
へ
の
加
入
者
の
増
加

�
就
業
先
を
求
め
て
未
納
者
の
転
出
の
増
加

�
若
年
層
の
低
い
納
税
意
識
、
フ
リ
ー
タ
ー

平
成　

年
度 

町
税
等
滞
納
額

１９

 
３
年
連
続
で
減
少

悪
質
な
滞
納
者
へ
は
厳
し
く
！

差
押
え　

件
執
行

１４４

平成１０年度対比合　計国民健康保険税町　税
‐5,2273,2381,989平成１０年度

4095,6363,3222,314平成１１年度
1,3316,5583,7112,847平成１２年度
2,1837,4104,1233,287平成１３年度
2,5627,7894,6163,173平成１４年度
2,4607,6874,8222,865平成１５年度
2,8４88,0755,0922,983平成１６年度
1,6571,6576,8846,8844,7082,1762,176平成１７年度
8428426,0696,0693,9762,0932,093平成18年度
84845,3115,3113,5581,7531,753平成19年度

町税等年度別滞納総額表１
単位 万円

必ず相談してください
　町民生活課税務班では、納税に関する相
談をお受けしています。納期までに納めら
れない町税等がありましたら、そのまま放
置せずに必ずご相談ください。
　また、夜間・休日の納税相談窓口も設置
します。開催日程等は、広報誌などでお知
らせしますので、日中に相談や納税等ので
きない方は、是非ご利用ください。

そのま
まにし

ないで
！

そのま
まにし

ないで
！

�� �

広報かみふらの ２００８.８   �

国民健康保険税国民健康保険税 収納率及び滞納額

3,238

89.8
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4,000

5,000

6,000
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85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

91.0
滞
納
額

収
納
率

万円 ％

滞納額 収納率

グラフ２

３,３２２
３,７１１

４,１２３

４,６１６
４,８２２

５,０９２
４,７０８

３,９７６

３,５５８

８９.７

８８.８
８８.５

８７.１

８７.３ ８７.４

８８.３

８９.４

９０.５

1１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９



　

ま
た
、
役
場
管
理
職
に
よ
る
滞
納
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
戸
別
訪
問
徴
収
）を
４
回
実
施

し
、
延
べ　

人
の
滞
納
者
の
自
宅
を
訪
問
し

５２１

て
１
千　

万
円
を
収
納
し
た
ほ
か
、
夜
間
・

７６

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
２
回
実
施
し
て
、
日

中
納
税
で
き
な
い
方
の
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
併
せ
て
延

べ　

人
の
滞
納
者
へ
の
呼
出
催
告
を
実
施

３６８
し
、　

万
円
を
収
納
し
ま
し
た
。

４７０

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
に

対
し
て
は
、　

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
証
の

４４

短
期
交
付（
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
）を
し

て
納
税
勧
奨
を
図
り
、
１
年
以
上
滞
納
し
て

い
る
悪
質
な
滞
納
者　

世
帯
に
対
し
て
は
、

１３

国
民
健
康
保
険
証
に
代
え
て
資
格
証
明
書
の

交
付
を
し
ま
し
た
。（
資
格
証
明
書
で
受
診

し
た
場
合
の
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は
「
町
税
等

１９

の
滞
納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
条

例
」
が
施
行
と
な
り
、
特
別
な
理
由
も
な
く

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

　　

皆
さ
ん
の
納
税
に
関
す
る
利
便
性
と
納
税

手
段
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
度
か

２０

ら
個
人
住
民
税（
町
・
道
民
税
）と
国
民
健
康

保
険
税
の
納
期
回
数
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
全
国
の
コ

１９

ン
ビ
ニ
・
郵
便
局（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）で
も
町
税
等
を

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
忙
し
く
て
平
日

の
日
中
に
金
融
機
関
や
役
場
窓
口
に
行
け
な

か
っ
た
、
１
期
の
納
税
額
が
大
き
く
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
滞
納
と
な
っ
た

町
税
等
に
つ
い
て
、
収
納
率
や
納
期
内
納
税

率
が
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

よ
り
納
め
や
す
く
す
る
た
め
に

納
期
回
数
を
増
や
し
ま
し
た

���

�

� �

�
�
忙
し
く
て
納
め
に
行
く
時
間
が
な
い

　
　�
　

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
り
納
付
で
き
ま
す
。

�
仕
事
を
や
め
た
の
で
、
一
括
し
て
納
め
ら
れ
な
い

　
　�
　

分
割
納
入
が
で
き
ま
す
。

�
収
入
が
な
い

　
　�
　

財
産
調
査
な
ど
を
し
た
う
え
で
、
納
税
相
談
に
よ
り
分
割
納
税
・
徴
収
猶

　
　
　
　

予
・
減
免
な
ど
が
で
き
ま
す
。

   まずは
      ご相談を！ 滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
ままままままままままままままままままままま
ででででででででででででででででででででで
ののののののののののののののののののののの
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

各
税
目
ご
と
に
納
付
書
送
付

１１

滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

滞
納
処
分
執
行

����������������������������������
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押
えええええええええええええええええええええええええええええええええ

財
産
差
押
え

　

限
ら
れ
た
年
金
等
の
収
入
の

中
か
ら
納
期
内
に
納
め
た
り
、

車
を
売
る
な
ど
生
活
内
容
を
見

直
し
て
納
税
に
努
力
さ
れ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
と
の
税

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
、
や

む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

７７

電
話
・
文
書
催
告
・
呼
出

催
告
・
戸
別
訪
問

�
納
税
相
談
・
分
割
納
付
等

４４
督
促
状
送
付

�
納
期
か
ら　

日
以
内
に
送
付

２０

�
督
促
状
を
受
け
て
か
ら　

日
１０

　

以
内
に
納
付

３３

財
産
調
査

�
預
金
・
給
与
・
不
動
産
・
生
命

　

保
険
等
差
押
え
準
備

５５
最
終
催
告（
差
押
え
予
告
）

�
滞
納
処
分
の
執
行
準
備

６６

納
期
内
納
税

�
ほ
と
ん
ど
の
方
が
納
期
内
に

　

納
付

２２
未未
納納

未未
納納

未未
納納

未未納納・・分分納納不不履履行行・連絡なし・連絡なし

連
絡
な
し

連
絡
な
し

連
絡
な
し

連
絡
な
し

納期限期税目

４月３０日（水）１軽自動車税

６月２日（月）１
固定資産税

９月３０日（火）２

６月３０日（月）１

町道民税
９月１日（月）２

１０月３１日（金）３

１２月２５日（木）４

納期限期税目

７月３１日（木）１

国民健康
保険税

９月１日（月）２

９月３０日（火）３

１０月３１日（金）４

１２月１日（月）５

１２月２５日（木）６

２月２日（月）７

３月２日（月）８

平成２０年度町税等の納期限
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
税
務
班

　
�
�
６
９
８
９

�  広報かみふらの ２００８.８



障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

広報かみふらの ２００８.８  �

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
障
害
者
自

立
支
援
法
が
平
成　

年
に
施
行
さ
れ
ま
し

１８

た
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
か
、
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
制
度
の
内
容
と
利
用
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
町
で
は
、
よ
り
一
層
理
解
を
深
め

る
た
め
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。町の障がい者の現状

（平成２０年３月末現在）

居
宅
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
８
名
】

　
　

自
宅
で
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の

　

介
助
を
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所

�
 
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
　

在
宅
で
訪
問
を
受
け
た
り
通
所
な
ど
し
て

　
　

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す

�
 
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
　

入
所
施
設
で
昼
間
の
活
動
を
支
援
す
る　

　
　

サ
ー
ビ
ス
で
す

療
養
介
護　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
０
名
】

　
　

医
療
の
必
要
な
障
が
い
者
で
常
に
介
護

　

が
必
要
な
人
に
、
医
療
機
関
で
機
能
訓
練

　

や
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
介
護
や
お
世

�
サ
ー
ビ
ス
の
種
類 �

【
支
給
決
定
者
は
平
成　

年
４
月
末
現
在
】

２０

障
害
者
自
立
支
援
法

障
害
者
自
立
支
援
法

　

話
を
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

生
活
介
護　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
７
名
】

　
　

常
に
介
護
が
必
要
な
人
に
、
施
設
で
入

　

浴
や
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
や
創
作
的
活

　

動
な
ど
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
【
支
給
決
定
者　

名
】

５７

　
　

障
が
い
や
発
達
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る

　

乳
幼
児
に
日
常
生
活
の
基
本
的
な
動
作
の

　

指
導
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
を

　

行
い
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所

自
立
訓
練　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
０
名
】

　
　

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
で

　

き
る
よ
う
、
一
定
の
期
間
に
お
け
る
身
体

　

機
能
や
生
活
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な

　

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

就
労
移
行
支
援　
　
　
【
支
給
決
定
者
１
名
】

　
　

就
労
を
希
望
す
る
人
に
、
一
定
の
期
間

　

に
お
け
る
生
産
活
動
や
そ
の
他
の
活
動
の

　

機
会
の
提
供
、
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た

　

め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

就
労
継
続
支
援　
　
　
【
支
給
決
定
者　

名
】

１９

　
　

通
常
の
事
業
所
で
働
く
こ
と
が
困
難
な

　

人
に
、
就
労
の
機
会
の
提
供
や
生
産
活
動

　

そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
、
知
識
や

　

能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

手帳等交付状況障がい別

�身体障害者手帳交付者　６０９名
　重度(１・２級と内部障害３級)
　の手帳交付者　　　９４名
�サービス利用者　　８名

身体障がい者

�療育手帳交付者　　７９名
　　Ａ判定　 ２９名
　　Ｂ判定 　５０名
�サービス利用者　　４０名

知的障がい者

�手帳交付者　　　　１８名
　　１級 ２名
　　２級 ９名
　　３級 ７名
�通院医療申請者  　１２６名
�サービス利用者　　１４名

精神障がい者

�身体障害者手帳交付者　９名
�療育手帳交付者　　　　１７名
�精神障害者通院医療申請者　   
　　　　　　　　　　　　９名
�サービス利用者　　３名

障がい児
（１８歳未満）

重
度
訪
問
介
護　
　
　
【
支
給
決
定
者
０
名
】

　
　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
常
に
介
護
が

　

必
要
な
人
に
自
宅
で
入
浴
や
排
せ
つ
、
食

　

事
な
ど
の
介
助
や
外
出
時
の
移
動
の
補
助

　

を
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所

行
動
援
護　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
０
名
】

　
　

知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
に
よ
り
、

　

行
動
が
困
難
で
常
に
介
護
が
必
要
な
人
に

　

行
動
す
る
と
き
必
要
な
介
助
や
外
出
時
の

　

移
動
の
補
助
な
ど
を
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
４
名
】

　
　

家
で
介
護
を
行
う
人
が
病
気
な
ど
で
介

　

護
が
で
き
な
い
場
合
、
短
期
間
、
施
設
へ

　

入
所
で
き
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
０
名
】

　
　

常
に
介
護
が
必
要
な
人
の
中
で
も
、
介

　

護
が
必
要
な
程
度
が
非
常
に
高
い
と
認
め

　

ら
れ
た
人
に
は
、
居
宅
介
護
な
ど
の
障
害

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所



�  広報かみふらの ２００８.８

�
 
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
　

入
所
施
設
で
住
ま
い
の
場
と
し
て
の
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

共
同
生
活
介
護（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
８
名
】

　
　

共
同
生
活
の
場
所
で
入
浴
や
排
せ
つ
、

　

食
事
の
介
護
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
１
か
所

施
設
入
所
支
援　
　
　
【
支
給
決
定
者
１
名
】

　
　

施
設
に
入
所
す
る
人
に
、
入
浴
や
排
せ

　

つ
、
食
事
の
介
護
な
ど
を
し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
支
給
決
定
者
７
名
】

　
　

地
域
で
共
同
生
活
を
営
む
人
に
、
住
居

　

に
お
け
る
相
談
や
日
常
生
活
上
の
援
助
を

　

し
ま
す
。

　
�
事
業
所　

町
内
０
か
所（
町
外
で
利
用
）

�
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は �

�
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
情
報
提
供

　

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
６
９
８
７

　

富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
３
９
３
３

�
申
請
用
紙
に
記
入
し
町
に
申
請
し
ま
す
。

�
障
が
い
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
の
職
員
が

　
　

項
目
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

１０６

�
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
審
査
会
で
審
査
・

　

判
定
が
行
わ
れ
、
ど
の
く
ら
い
サ
ー
ビ
ス

　

が
必
要
な
状
態
か（
障
害
程
度
区
分
）が
決

　

め
ら
れ
ま
す
。

�
決
定
内
容
の
通
知
・
受
給
者
証
を
交
付
し

　

ま
す
。

�
事
業
所
を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約

　

を
結
び
ま
す
。

�
利
用
者
負
担
額 �

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
７

平成２０年７月からの
軽減後の上限額（月額）

上限額
（月額）区　分

－０円生活保護世帯生活保護

１,５００円１５,０００円
市町村民税非課税世帯で障
がい者又は障がい児の保護
者の年収が８０万円以下の方

低所得１

通所サービス 　　１,５００円
居宅サービス 　　３,０００円２４,６００円市町村民税非課税世帯で低

所得１以外の方低所得２

所得割２８万円未満
 障がい者 　　　　　 ９,３００円
 障がい児の保護者     ４,６００円

３７,２００円市町村民税課税世帯の方一般

�施設に入所の方の上限額はお問合せください。

居宅で生活する障がい者の利用者負担額の上限
　サービスを利用すると、原則として費用の１割を負担しますが、所得に応じて上限額
が決められており、負担が重くなりすぎないように軽減措置が図られています。

�
補
装
具
費
の
支
給 �

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
事

前
の
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
補
装
具

の
購
入
費
又
は
修
理
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
で
、
所
得
に
応

じ
て
一
定
の
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
補
装
具

　

補
聴
器
・
車
椅
子
・
義
肢
・
装
具
・
座
位

　

保
持
装
置
・
盲
人
安
全
杖
な
ど

�
自
立
支
援
医
療 �

　

平
成　

年
か
ら
「
精
神
通
院
医
療
」「
更
生

１８

医
療
」「
育
成
医
療
」
が
一
本
化
さ
れ
、
自
立

支
援
医
療
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
で
、
所
得
に
応

じ
て
一
定
の
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
各
医
療
の
手
続
き
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

�
精
神
通
院
医
療

　

精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
定
期
的
に
通
院

　

さ
れ
て
い
る
方
の
医
療

�
更
生
医
療

　
　

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

１８

　

の
方
に
、
手
術
又
は
治
療
に
よ
り
日
常
生

　

活
能
力
の
回
復
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

　

る
医
療

　
　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
６
９
８
７

�
育
成
医
療

　
　

歳
未
満
で
、
手
術
等
の
治
療
で
障
が
い

18

　

の
改
善
が
期
待
で
き
る
子
ど
も
に
対
し
て

　

必
要
な
医
療
を
給
付
す
る
制
度

　
　

富
良
野
保
健
所

　
　
�
�
３
１
６
１

　

次
回
は
、
町
が
行
う
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会障害福祉サービス説明会

日
時　

９
月　

日（
木
）　　

時　

分
〜　

時　

分

２５

１８

３０

２０

３０

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん　

２
階　

研
修
室

対
象　
　

歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

２０

内
容　
�
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
の
経
過
と
制
度
の
概
要

　
　
　
�
町
の
障
害
福
祉
の
状
況

　
　
　
�
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と
給
付
状
況

　
　
　
�
講
話
「
障
が
い
を
持
っ
て
地
域
で
暮
ら
す
」

　
　
　
　

講
師　

富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　
 
箭 
原  　
 
実 　

氏

や
は
ら 

み
の
る

　
　
　
　
�
相
談
支
援
事
業
者
と
し
て
、
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の

　
　
　
　
　

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
相
談
事
例
も
交
え
、
障
が
い
を
持
っ
て
地

　
　
　
　
　

域
で
暮
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。



被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
へ

　

被
用
者
保
険（
社
会
保
険
や
共
済
保

険
な
ど
）の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

年
間
の
保
険
料
の
額
が
２
千　

円
に
軽

１００

減
さ
れ
ま
す
。

　

先
に
送
付
の
保
険
料
決
定
通
知
書
を

確
認
の
う
え
、
２
千　

円
に
軽
減
さ
れ

１００

て
い
な
い
場
合
は
、
被
扶
養
者
だ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
生
活
課
総
合
窓

口
班
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

２

１
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平
成　

年
度
は
、
所
得
が
低
い
方
に
つ
い

２０

て
、
次
の
と
お
り
更
に
保
険
料
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

所
得
が
低
い
方
の
保
険
料

を
さ
ら
に
引
き
下
げ
ま
す

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振

替
へ
変
更
で
き
ま
す

　

保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る

方（
今
後
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
方
も
含

む
）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

方
は
、
手
続
き
に
よ
り
口
座
振
替
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今年４月から、長寿医療制度がスタートしましたが、次の２つ
の点について見直しされることになりました。

�
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い

　

る
方（
均
等
割
年
額
４
万
３
千　

円
１４３

　

の
７
割
軽
減
で
１
万
２
千　

円
の
方
）

９００

　�
被
保
険
者
と
世
帯
主
の
所
得
合
計

　
　

が　

万
円
以
下
の
世
帯
の
方

３３

　
　
　
　��

　

均
等
割
額
が
８
割
５
分
軽
減
に
な

　

り
ま
す（
年
額
６
千　

円
に
軽
減
さ

３００

　

れ
ま
す
）

�
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」

　

が　

万
円
以
下
の
方

５８

　
�
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」

　
　

と
は
、
総
所
得
金
額
（
収
入
か
ら
公

　
　

的
年
金
等
控
除
額
や
給
与
所
得
控

　
　

除
額
な
ど
を
差
し
引
い
た
も
の
）か

　
　

ら　

万
円
を
差
し
引
い
た
金
額

３３

　
�
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」

　
　

は
、先
に
送
付
の
保
険
料
額
決
定
通

　
　

知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　��

　

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
に
な
り
ま

　

す

�
国
民
健
康
保
険
料（
税
）を
世
帯
主

　

と
し
て
確
実
に
納
め
て
い
た
方

　

過
去
２
年
間
未
納
が
な
い
方
は
、
本

　

人
の
口
座
か
ら
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

転
入
等
の
方
は
、
納
付
状
況
確
認
の

　

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
領
収
書
や
通
帳

　

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

�
世
帯
主
か
配
偶
者
が
い
る
、
年
金

　

収
入　

万
円
未
満
の
方

１８０

　

世
帯
主
か
配
偶
者
の
口
座
か
ら
納
め

　

ら
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
切
り
替
わ
る
月
は
、
手
続
き

の
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

�
　

月
分
の
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

１２

　

変
更
す
る
場
合
は
、
９
月　

日（
火
）ま
で

３０

　

に
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
で
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

�
預
金
通
帳
又
は
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

�
印
鑑（
通
帳
の
届
出
印
）

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

　
�
０
１
１
‐
２
１
０
‐
５
０
２
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

� �

�
改
め
て
、
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

�
対
象
に
な
る
方
に
は
、
８
月
中
旬
以
降
に

　

保
険
料
額
の
変
更
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

�
対
象
に
な
る
方
で
、
す
で
に
保
険
料
を
一

　

括
納
付
な
ど
で
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
個

　

別
に
還
付
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

�
平
成　

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

２１

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

ご
確
認
く
だ
さ
い

http://iryokouiki-hokkaido.jp/
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農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
、
第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
が
７
月　

日（
火
）に
開
催
さ
れ
ま
し

２２

た
。
農
業
委
員
や
農
業
委
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

上
富
良
野
町
農
業
委
員
が

替
わ
り
ま
し
た 

問
合
せ

　

上
富
良
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

産
業
振
興
課
農
地
対
策
班

　
�
�
6
9
8
4

 数 山  
かずやま

 善 一  
ぜんいち

(西１３線北３２号)

  一 色   
いっしき

 悟   
さとる

(西２線北３１号)
 村 上  
むらかみ

 隆 司  
た か し

(西１３線北３７号)

  中 瀬 
な か せ

    実  
みのる

(西９線北２９号)

 白 井  
し ら い

 一 宏  
かずひろ

(細野農場)

 北 川 
きたがわ

   正  
ただし

(東５線北１６号)

 菊 地  
き く ち

 利 夫  
と し お

(西１線北２７号)

 松 藤  
まっとう

 良 則  
よしのり

(西１線北２０号)

 青 地 
あ お ち

   修   
おさむ

(東７線北１８号)
  大 場  
お お ば

 健 二  
け ん じ

(西６線北２４号)

  瀬 川  
せ が わ

 英 幸  
ひでゆき

(西２線北２２号)

  川 上  
かわかみ

 幸 夫  
ゆ き お

(東５線北１６号)

○
地
域
農
業
振
興
対
策
の
推
進

　

地
域
農
業
の
実
態
把
握
、
後

継
者
対
策
の
相
談
、
新
規
就
農

希
望
者
相
談
、
家
族
経
営
協
定

の
推
進

農業委員の紹介
任　期

平成２０年７月２０日から
平成２３年７月１９日まで

○
意
見
の
具
申

　

地
域
農
政
振
興
等
に
対
す
る

諮
問
、
答
申
、
建
議
活
動
、
制
度

の
見
直
し
活
動
な
ど

○
農
地
の
有
効
活
用
の
増
進

　

農
地
相
談
、
農
地
斡
旋
、
耕

作
放
棄
地
対
策
、
農
地
保
有
合

理
化
事
業
の
推
進

○
農
業
者
年
金
の
推
進

　

農
業
者
年
金
加
入
の
推
進
、

受
給
相
談

農
業
共
済
組
合
推
薦

農
業
協
同
組
合
推
薦

会
長
職
務
代
理
者

農
業
委
員
会
会
長

　

現
在
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地（
遊
休
農
地
）の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
は
環
境
悪
化
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
病

害
虫
の
発
生
な
ど
近
隣
の
農
家
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
荒
廃
が
進
む
と
、
農
地
に
復
元
す
る
た
め
に
多
額

の
費
用
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

　

農
地
は
私
た
ち
の
食
料
生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
と
て
も
貴

重
な
財
産
で
す
。

　

農
地
に
関
す
る
相
談
や
ご
質
問
等
は
、
お
気
軽
に
地
区
の
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
の
活
動
内
容
は
…

大
切
な
農
地

　
　

有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選改選

※会長、会長職務代理者以降、右上より議席順、敬称略

町
議
会
推
薦

土
地
改
良
区
推
薦

 佐 藤  
さ と う

 　 一  
よういち

(東４線北２３号)
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上
富
良
野
町
青
少
年
団
体
協
議
会
に

よ
る
町
内
ゴ
ミ
拾
い
が
行
わ
れ
、
会
員

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
四
季
彩
ま
つ

13り
の
会
場
と
な
る
日
の
出
公
園
の
周
辺

道
路
や
旧
国
道
、
基
線
か
ら
自
衛
隊
駐

屯
地
東
門
ま
で
、
広
範
囲
を
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
青
少
年
団
体
協
議
会
は

町
内
で
働
く
青
年
が
集
ま
り
、
相
互
の

親
睦
や
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
少
し
で
も
上
富
良

野
町
が
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
２
時
間
で
集
め

た
ゴ
ミ
は
、
全
部
で
６
袋
に
な
り
ま
し

た
。

7／26

き
れ
い
な
町
づ
く
り
を

青
少
協
が
ゴ
ミ
拾
い

　

約　

名
が
参
加
し
て
、
社
会
を
明
る

３５０

く
す
る
運
動
啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
と

非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
、

今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。

５８

　

各
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
や
上
富

良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
、
高
田
幼
稚
園
鼓
笛
隊
、
そ
の
他

関
係
団
体
が
役
場
前
を
出
発
し
、
町
内

を
行
進
し
ま
し
た
。

7／1

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド

7／20

趣
向
を
凝
ら
し
て

上
高
学
校
祭
一
般
公
開

　
「
舞
い
上
が
れ
！
二
度
と
こ
な
い
今

日
の
日
を
」
を
テ
ー
マ
に
上
富
良
野
高

校
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
発
表
で
は
、
創
作
ダ
ン
ス
や

演
劇
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

の
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
の
出
店
、
上

富
良
野
高
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
野
菜
市
な
ど
も
大
盛
況
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
一
般
参
加
に
よ
る
「
グ
ビ
ッ

ト
一
発
！
」
早
飲
み
大
会
の
ほ
か
、
有

志
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
楽
し
み
ま
し
た
。

7／3

火
災
の
な
い
町
を
願
っ
て

防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
主
催
の
第

　

回
上
川
南
部
防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

１２会
が
上
富
良
野
町
日
の
出
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
防
火
啓
蒙
活
動
の
一
環
と

し
て
、
１
年
ご
と
に
上
富
良
野
と
中
富

良
野
の
会
場
を
交
互
に
移
し
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
両
町
か
ら
合

わ
せ
て　

名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

７３

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
火
災
の
な
い
町
に

な
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、
優
勝
者
に

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
後
に
は
、
参

加
者
全
員
で
、
消
火
器
を
用
い
た
消
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



　

好
天
の
中
、
上
富
良
野
を
代
表
す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
５
回
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
」
が

日
の
出
公
園
で
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
が
思
い
思
い
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は

外
国
か
ら
の
観
光
客
も
目
立
ち
、
そ
の
表
情
か
ら
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
深
川
勝
彦
さ
ん
を
司
会
に
迎
え
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
上
高
生
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ
シ
ョ
ー
」
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
の
近
く
ま
で
出
て
き
て
座
り
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
シ
ョ
ー
で
は
、
３
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
オ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
を

し
た
り
、
新
曲
の
振
り
付
け
を
会
場
全
員
で
行
う
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

７／２７

第
５
回
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り

安政太鼓 清流獅子舞

千歳からキャンプに来て
ポプリ教室に参加しました

じゃんけん大会で優勝
ゆま（旭川）＆さき（旭川）＆あゆむ（上富良野）

上高生で結成の４人組バンド
ＣＨＥＡＰＩＥ　ＣＲＡＢ（チーピークラブ）

ＰＲＯ－ｆ－ＩＬＬ
（プロファイル）

　
 
行
灯 
行
列
は
、
大
小　

基
が
役
場
か
ら
日
の
出
公
園
ま
で
を
練
り
歩
き
、

あ
ん
ど
ん

１５

目
前
に
迫
る
迫
力
と
勇
壮
な
か
け
声
に
沿
道
か
ら
も
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
３
千
発
の
花
火
で
、
夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り

ま
し
た
。

富良野高ダンス部とダンス部ＯＢ 有頂天によるＹＯＳＡＫＯＩ

�  広報かみふらの ２００８.８
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☆
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

　

も
『
追
納
』
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の　

年
間
、

２０

６０

４０

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し

て
保
険
料
を
全
て
納
め
た
方
は
、　
６５

歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金　

万
７９

２
千　

円（
平
成　

年
度
）を
受
け
取

１００

２０

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
給
額
＝　

万
２
千　

円
×
〔
保

７９

１００

険
料
を
納
め
た
月
数
＋（
全
額
免
除

月
数
×
１
／
３
）〕
÷　

月（　

年
）

４８０

４０

※
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は

　

全
額
免
除
は
３
分
の
１
、
４
分
の

　

３
免
除
は
２
分
の
１
、
半
額
免
除

　

は
３
分
の
２
、
４
分
の
１
免
除
は

　

６
分
の
５
が
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　

ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
や
若
年
者
納

付
猶
予
期
間
は
、
年
金
受
給
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特

例
期
間
や
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
の

保
険
料
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
『
追
納
』
が

で
き
ま
す
。
追
納
す
る
と
、
そ
の
期

間
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。

※
３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は

　

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
上

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

国
民
年
金

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
昨
年
の　

月
１２

か
ら
段
階
的
に
す
べ
て
の
方
に
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

�
平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
３
月

１９

１２

２０

　

に
送
付

　

年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能
性

　

が
高
い
方

�
平
成　

年
４
月
〜
５
月
に
送
付　

２０

　

３
月
ま
で
に
送
付
さ
れ
て
い
な
い

　

年
金
受
給
者
の
方

�
平
成　

年
６
月
〜　

月
に
送
付

２０

１０

　

全
て
の
現
役
加
入
者
の
方

　

自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど

は
直
接
本
人
の
住
所
に
、
会
社
勤
め

の
方
に
は
勤
務
先
ま
た
は
直
接
本
人

の
住
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」

が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
、
な
い
場

合
も
必
ず
回
答
し
、
返
送
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
回
答

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
確
認

願
い
ま
す
。

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5

ね
ん
き
ん
特
別
便
の
回
答
を

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追

　

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ

　

社
会
保
険
事
務
所

　
（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5

　

警
察
で
は
、
身
の
回
り
に
お
け
る

事
件
や
事
故
、
不
安
な
出
来
事
な
ど

生
活
の
安
全
に
関
す
る
幅
広
い
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
警
察
業
務
に
つ
い
て
の
要

望
・
意
見
も
受
け
て
い
ま
す
。

�
９
月　

日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

１１

�
緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談

　

は
、
警
察
相
談
専
用
電
話
「
♯
９

　

１
１
０
」
へ

※
警
察
相
談
専
用
電
話
は
、
短
縮
ダ

　

イ
ヤ
ル
で
す
の
で
、
プ
ッ
シ
ュ
回

　

線
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、
Ｐ

　

Ｈ
Ｓ
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
の
場
合
は
、

警
察
相
談
は
「
♯
９
１
１
０
」

富
良
野
警
察
署 
　
　
�
�
０
１
１
０

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　

月
１
日
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る

１０
方
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除
基
準
が

次
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
事
前
受
付
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
保
健
福
祉

課
福
祉
対
策
班
で
手
続
き
く
だ
さ

い
。

全
額
免
除

�
「
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
」「
療

　

育
手
帳
所
持
者
」「
精
神
保
健
福
祉

　

手
帳
所
持
者
」
が
世
帯
構
成
員
で

　

あ
っ
て
、
町
民
税（
住
民
税
）が
非

　

課
税
の
場
合

※
世
帯
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
上
別

　

世
帯
で
あ
っ
て
も
、
一
軒
に
同
居

　

さ
れ
て
い
る
場
合
は
同
じ
世
帯
と

　

み
な
し
ま
す
。

半
額
免
除

�
視
覚
、
聴
覚
障
が
い
者
が
世
帯
主

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
方
に
対
し

次
の
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付（
無

利
子
）】

対
象　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
保
護

　

者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
重
い

　

後
遺
障
が
い
を
残
す
こ
と
と
な
っ

　

た
家
族
の
子
ど
も
で
、
０
歳
か
ら

　

中
学
卒
業
ま
で
の
方

貸
付
金
額　

１
人
に
つ
き
最
初
一
時

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
援
護
制
度

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

の
場
合

�
重
度
の
障
が
い
者（
身
体
障
害
者

　

手
帳
１
〜
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）が
世

　

帯
主
の
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳

　

印
鑑

手
続
き
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班　
　
　

　
�
�
６
９
８
７

免
除
基
準
の
拡
大

障
が
い
者
の
N
H
K
受
信
料

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

次
の
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
警
察
本
部

　
�
０
１
１
‐
２
４
１
‐
９
１
１
０

　

旭
川
方
面
本
部

　
�
０
１
６
６
‐
３
４
‐
９
１
１
０

問
合
せ　

富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
�
�
０
１
１
０

ご
利
用
く
だ
さ
い
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宝
く
じ
助
成
事
業

　

平
成　

年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

２０

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）と

し
て
、
上
富
良
野
町
住
民
会
長
連
合

会
に
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
等（
椅
子　
２８０

脚
、
椅
子
収
納
台
車　

台
、
テ
ー
ブ

１４

ル　

台
、
テ
ー
ブ
ル
運
搬
車
１
台
）

１０
が
贈
ら
れ
、
公
民
館
に
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　　

今
回
整
備
さ
れ
た
椅
子
・
テ
ー
ブ

ル
等
は
、
連
合
会
で
の
町
内
会
活

動
、
子
ど
も
会
活
動
、
学
校
活
動
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
の
住
民
相
互
の
文

化
・
自
然
体
験
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
生
涯
学
習
及
び
親
睦
な
ど
を
目

的
と
し
た
活
動
に
使
用
さ
れ
、
よ
り

充
実
し
た
住
民
会
活
動
を
図
る
た
め

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
等
整
備

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

　
　
�
�
5
5
1
1

募
集
し
て
い
ま
す

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
で
は
、
毎
月　
１０

日
号
に
掲
載
す
る
表
紙
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

上
富
良
野
町
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
さ
れ
て
い
る
方

応
募
方
法　

　

上
富
良
野
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
写

真（
プ
リ
ン
ト
・
デ
ジ
タ
ル
と
も
に

可
）で
、
よ
こ
版
と
し
ま
す
。
応
募

い
た
だ
い
た
写
真
は
原
則
返
却
し
ま

せ
ん
が
、
返
却
希
望
の
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
規
定

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
と
作
品
の

題
名（
５
文
字
程
度
）を
明
記
し
、
写

真
と
一
緒
に
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ

さ
い
。

※
メ
ー
ル
で
の
送
信
も
可
で
す
が
、

　

画
像
容
量
等
に
よ
り
受
信
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

審
査
決
定

　

町
が
審
査
し
、
毎
月
１
枚
を
表
紙

写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
）
に
決
定
し
、
応

募
写
真
、
題
名
、
氏
名
等
を
掲
載
し

ま
す
。

　

撮
影
し
た
対
象
物
へ
の
肖
像
権
に

関
す
る
責
任
は
、
す
べ
て
応
募
者
に

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
提

出
作
品
の
版
権
は
、
上
富
良
野
町
に

広
報
か
み
ふ
ら
の
表
紙
写
真

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
で
は
、
毎
月　
１０

日
号
の「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
す
る
お
子
さ
ん
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
の
ア
イ
ド
ル
を
「
広

報
か
み
ふ
ら
の
」
で
紹
介
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
対
象

　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

　

の
お
子
さ
ん

※
広
報
担
当
者
が
自
宅
に
お
子
さ
ん

　

の
取
材
や
撮
影
に
伺
い
ま
す
。

※
お
気
に
入
り
の
写
真
が
あ
る
場
合

　

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
希
望
の

　

月
に
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
５

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班
班

　
　
�
�
6
9
8
5＜わが家のアイドル掲載欄＞

譲
渡
を
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

jichi@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成　

年
度
の
入
校
希
望
者

２１

を
対
象
に
障
が
い
の
程
度
や
能
力
に

応
じ
た
訓
練
科
目
が
選
択
で
き
る
よ

う
、
次
に
よ
り
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

相
談
申
込

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
�
０
１
２
５�
２
７
７
４

　
�
０
１
２
５�
９
１
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　先月号の藤崎さんからめぐって、村上さんに
お逢いしました。
『藤崎さんとは、農業後継者仲間です。農業を
やってよかったと思うのは、自分のペースで仕
事ができることや青空の下で働くことの気持ち
良さを実感できることですね。現在、農協青年
部の部長をしていますが、人をまとめることの
難しさを実感しながら、それ以上に人のつなが
りの大切さを知ることができ、プラスになるこ
とが多いです。仕事のことや家のこと、いろん
な話題で、この集まりが気分転換にもなってい
ます。出不精なので、高校までやっていた剣道
も今では時々するくらいかな。冬は富良野でス
キーパトロールをしています。子どもが小さい
ので、出かけることは少ないですが、３歳の息
子はトラクターに乗ると大喜びで可愛いです。』

 村 上   
むらかみ

 浩 一   さん
ひろかず

昭和５１年生まれ
東４線北２２号
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問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

　森の中を歩いて木々の観察や勉強をしながら、
木々に名札を付けます。自然に触れるチャンスで
す。ぜひ参加してみませんか。

日　時　８月２4日（日）　10時
場　所　丸一山公園
対　象　小学生以上
参加料　大人300円・子ども100円（保険料・飲み
　　　　物代等）
申込期限　８月２０日（水）
問合せ・申込み先　金子隆一　��3163
主　催　丸一山花と緑の会
後　援　道立美唄林業試験場
　　　　北海道上川南部森づくりセンター富良野
　　　　事務所

上上富富良良野野町町
食食育育推推進進計計画画

食 育
　　　に対する安全・安心を大きく揺るがす事件が全国各地で相次い
　　　で発覚し、重大な社会問題としてテレビ、新聞などで報道され
ています。地元でとれた新鮮な野菜などを生産者の顔を見ながら購入
でき、安心して食べることができる「地産地消」が全国的に注目され
ています。
　北海道では食の生産拠点として、安全・安心な農畜産物を生産するた
め、クリーン農業の取り組みを進めています。中でも、食味・品質共
に評価が高い北海道米では、道内食率８０％（平成１０年度３９％→平成１９年
度７０％）を目標に、他府県米からの「米チェン！」運動を展開して、
消費拡大を図っています。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「上富良野産の食材を活用しましょう」

　　　町では、農薬を節減して丹精こめて生産したかみふらの米を「紫
　　　苑(しおん)」のブランド名で消費者に提供しています。
　また、毎年５月中旬から１０月上旬には、生産者による「直売朝市」が
毎週開設され、消費者との対面販売が行われており、朝もぎ野菜の「直
売所」も８戸で開設されています。
　皆さんも、是非、身近で生産者の顔が見え、安全･安心な地元食材を消
費する「地産地消」を実践しませんか。

　　　校給食では、地場農畜産物の利用を通して「食育」の取り組みも
　　　行われています。上富良野産食材の使用割合は年々上がってきて
おり、昨年度の使用状況は、米、豚肉、メロン、かぼちゃなど２１品目に
もわたり、その内上富良野産の割合は約７５％になっています。しかし、
必要なときに必要な量の食材を確保するには、生産者とのルート確保や
細かな調整が必要ですので、相当の苦労があるのも事実のようです。

問合せ　産業振興課農業振興班　��6984
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町へ
◎　士清一さん（西３線北２８号）から、町
　に役立ててくださいと 10万円を

◎株式会社フォーリーフジャパン（大阪
　市北区）から、上富良野町子どもセン　
　ター用として児童書・育児書・大型絵本
　（30万円相当）を

◎守家節子さん（東町３丁目）から、保健
　福祉総合センター調理実習室用として
　深皿30枚、丸皿（大）24枚、丸皿（小）14　
枚、盛皿10枚、小鉢7個、茶碗5個、湯呑　み
11個、タオル22本を

ラベンダーハイツへ
◎　士清一さん（西３線北２８号）から、父・
　茂雄さんの死去に際し、施設整備用資
　金として３万円を

◎小島隆士さん（横浜市港南区）から、入
　所者用として精白米６０㎏を

社会福祉協議会へ
◎竹内信義さん（西７線北23号）から、母・
　マツエさんの死去に際して、5万円を

◎泉オキヨさん（扇町１丁目）から、夫・竹
　一さんの死去に際して、5万円を

◎金田正三郎さん（札幌市東区）から、義
　母・多田佳子さん及び義父・多田功さん
　の死去に際して、10万円を

◎　士清一さん（西３線北28号）から、父・
　茂雄さんの死去に際して、7万円を

◎社団法人隊友会上富良野支部から、福
　祉に役立ててくださいと、2万円を

◎村上正光さん（西５線北20号）から、母・
　幸美さんの死去に際して、3万円を

◎安部ミドリさん（東１線北27号）から、
　夫・清八さんの死去に際して、5万円を

た
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innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
北消防署��２１１９

署防消

� 携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話かかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららのののののののののののののの111111111111111111111111111199999999999999番番番番番番番番番番番番番番通通通通通通通通通通通通通通報報報報報報報報報報報報報報ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて携帯電話からの119番通報について �
　平成１８年２月から上富良野町・中富良野町内から携帯電話を使用し
て119番を通報すると直接上富良野町の消防署につながるようになり
ました（電波の状況等により一部地域を除きます）。消防通信員が電
話に出たら「上富良野町」からの通報であることを告げ、落ち着いて
通常の通報のように必要事項を伝えてください。
　また、他の消防につながった場合でも「上富良野町」からの通報で
あることを告げてください。そのまま上富良野町の消防署に転送さ
れます。

問合せ　北消防署救急係　��２１１９

７月号町職員人事の記載で、誤表記があ
りましたので、訂正してお詫びします。
　　（正）　　橋　久美
　　（誤）　　橋　久美

� ああああああああああああああななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののの勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇気気気気気気気気気気気気気気とととととととととととととと愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛がががががががががががががが、、、、、、、、、、、、、、大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切なななななななななななななな命命命命命命命命命命命命命命をををををををををををををを救救救救救救救救救救救救救救いいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすあなたの勇気と愛が、大切な命を救います � 
　平成１９年中（１月～１２月）、上富良野町の救急出動は４５７件（表１）で
前年より３１件少なくなっています。このうち、心臓と呼吸が停止し
ていた状態の事例は１０件ありまし
た。心臓と呼吸が止まっている人
を救うためには、そばに居合わせ
た人が素早く心臓マッサージを行
うことが必要となってきます。
　「早い通報」「早い応急手当」「早
い救急処置」「早い救命医療」の４つの条件が重要です。
　全国の統計と比較すると、「応急手当がされていた場合の１か月以
上の生存率」は全国の4.3％に対し上富良野町は20％と高くなってい
ますが、「応急手当の実施率」では全国の33.5％に対し上富良野町は
27.8％と低い状態です。
　以上のことから、必要な応急手当がされていれば、救命事例は増加
することが予想されます。

１９年１８年１７年１６年１５年

４５７件４８８件４３９件４４０件４５７件

表１
過去５年間の救急出動件数

� 皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんん、、、、、、、、、、、、、、応応応応応応応応応応応応応応急急急急急急急急急急急急急急手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当をををををををををををををを覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚ええええええええええええええままままままままままままままししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううう皆さん、応急手当を覚えましょう �
　消防署では救命に必要な心肺蘇
生法などの応急手当を学べる「救
急講習」を随時開催しています。
　また、一般の方もAED（自動体外
式除細動器）を使用した電気
ショックが行えるようになり、
AEDの使用方法を含めた講習内容
となっていますので、多くの方が
受講されるようお願いします。
　一度の受講で満足することな
く、定期的に受講していただき、
皆さんに確かな応急手当を覚えて
いただくことで、より多くの人の
命を救うことが期待されます。

一般救急講習
（３時間未満）

普通救命講習
（３時間以上）

０回１回消防団

３回５回事業所等

６回４回団体等

４回１回学校関係

１回０回町内会等

１回３回その他

１５回
５７３名

１４回
２３２名合計

平成１９年救急講習受講者数
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■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■油断すると、すぐに日焼けします
ね。先月の四季彩まつりの取材時も
長袖を着ているからと、日焼け止め
を忘れて失敗。そういえば、去年は
旅先で、やけどのような日焼けをし
て、痛くて夜も眠れなかった…。そ
の日焼けあとが１年経った今でも肩
にくっきりと残っています。（床鍋）

■最近、引っ越しをしました。思っ
た以上に増えていた自分の衣類や
本、CDの量にびっくりしました。学
生時代に育んだ「もったいない」精
神。物を大切することは良いことで
すが、これからは「物を大切にする方
法」を考えていかなければいけませ
んね。（座間）

●人のうごき●
平成２０年７月３１日現在

(　)は前月比

(＋９)12,２０９人人口
(＋９)６,１６７人男
(±０)６,０４２人女
(＋２７)5,３７４世帯世帯

７月１５日　フォーリーフ文庫贈呈式

西
保
育
園

『短冊』

　一つ一つ丁寧に行い、織り姫
とひこ星がにっこり笑う可愛
い短冊が完成しました。（伊藤
先生）

    林  　 小 晴
はやし

      ちゃん
こ は る

（平成１４年生まれ・緑町１丁目）

　はさみを上手に使い、立体的
な星と短冊がとても綺麗にで
きあがりました。（伊藤先生）

 中 川    優 作
なかがわ

      くん
ゆうさく

（平成１４年生まれ・扇町１丁目）

『短冊』

　「お母さんといっしょ」が大好き
で毎日見ています。お父さんとのか
くれんぼも好きです。最近は英語や
数字に興味があるようです。心も体
も大きく育ってね�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

　すべり台や砂遊びが大好きです。
お父さんとの追いかけっこも好きで
す。音楽がかかると踊り出します。
思いやりのある子に育ってください
ね�

昌春さん・由紀子さんの子（大町１丁目）

弘記さん・由岐子さんの子（宮町4丁目）

 村  
むら

 上    
かみ

 嵩  茉
しゅう

   く
ん

ま

（１歳7か月）

 谷      蒼  大   く
ん 

たに  そ う  た

（１歳５か月） 



まなびの輪 ２００8．８　�

上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

９月1日～10月31日９月1日～10月31日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

 図書館巡回読み聞かせ会（4施設）９/２～２４

 巡回移動図書（6施設）５～３０

 図書館映画会土６

 ブックスタート水２４

 図書館読み聞かせ会土２７

 図書館巡回読み聞かせ会（4施設）１０/７～２９

 巡回移動図書（6施設）８～３１

 ブックスタート水２２

 図書館読み聞かせ会土２５

～新刊書案内～

　

中
学
生
の
子
ど
も
が
発
行
し
た
『
手
作
り

新
聞
』
の
記
事
で
す
。

「
木
の
下
で
…
、
土
の
上
に
…
」
を
聞
い
て
、

ど
ん
な『
学
校
』を
想
い
う
か
べ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
自
分
の
生
活
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
の
生
活
の
違
い
を
、
ど
ん
な
ふ
う
に

受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ス
を

一
緒
に
聞
い
て
い
た
お
母
さ
ん
と 
温 
か
な
や

あ
た
た

り
と
り
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。「
六
年
生
ま

で
使
っ
て
送
料
を
貯
め
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

送
っ
て
あ
げ
た
い
。
算
数
セ
ッ
ト
も
。」
と
、

こ
の
記
事
を
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
ニ
ュ
ー
ス
を
『
見
る
・
聞
く
・
読

む
』
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

振
り
返
っ
た
り
、
世
界
に
目
を
広
げ
た
り
す

る
こ
と
も
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
『　

号
』

２５7

　
『
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
学
ぶ
』

　
　

上
富
良
野
小
学
校
長　

金
子　

俊
明

｢科学を楽しもう！」開催
　7月13日（日）上富良野中学校で、
上富良野町教育研究会理科部の協
力による「科学を楽しもう！」が開
催されました。
  当日は、エタノールを使った爆発
実験、光の反射や屈折による実験
や万華鏡、ピンホールカメラづく
り、音の性質や音を目で感じる体
験、液体窒素を使用して花や風船
を凍らせたり、瞬間アイスづくり
などの実験や体験を行いました。
   最初、参加した児童は緊張した感
じでしたが、実験や体験を行っていく中で、楽しく科学に触れ合うこと
ができ、科学に対して身近に感じることができました。　

鎌田　康裕さん（上富良野中学校教諭）
「科学を楽しめる実験ということで、日常での疑
問に思うことや不思議に思うことの中からいく
つか選んで実験を行いました。中には危険な実
験もありましたが、子どもたちが目を輝かせなが
ら真剣に考えたり、取り組んだりする姿がとても
印象的でした。

　最近は『理科離れ』という言葉をよく耳にしますが、科学は知れば知
るほど、おもしろいことがたくさんあります。まずは、学校で勉強をし
て様々なことをしっかり学んで、知識を身につけてください。」

大石　佳乃さん（上小4年生）
「爆発実験や万華鏡作りが面白かった。また、お
花を冷たい液体に入れ、出して触ったら冷たかっ
た。
　いろいろな実験や体験が面白かったので、理科
が好きになりました。これから理科の授業は楽
しくなると思いました。」

　

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
ニ
ュ
ー
ス
で

聞
い
た
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
使
わ
な

く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
送
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。
日
本
で
捨
て
ら
れ
て
ゴ
ミ
に

な
っ
て
し
ま
う
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
教
室
が

な
く
て
、
外
の
木
の
下
で
ノ
ー
ト
も
鉛
筆

も
な
く
て
、
土
の
上
に
書
い
て
勉
強
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
所
へ
送
ら
れ
て
、
大

切
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
…　
(略)

未来のノーベル賞をめざせ！

児 童 書児　童　書

一 般 書一　般　書
・さよなら渓谷
・神の狩人
・地の日天の海（上・下）
・ラブコメ今昔
・決壊（上・下）
・なぜ泣くの
・錦
・炎の回廊（満州国演義４）
・紅花ノ邨（居眠り磐音江戸双葉26）
・Dear涙雨。（上・下）

吉田　修一
柴田　よしき
内田　康夫
有川　浩
平野　啓一
小手毬　るい
宮尾　登美子
船戸　与一
佐伯　泰英
飛鳥

・おばけ屋のおはけうめぼし
・カボちゃんのはぴょうかい
・おとうとのおっぱい
・なつのいちにち
・かいけつゾロリカレー vsちょうのうりょく
・大人になる前に身につけてほしいこと
・ねこの手かします　　
・うさこちゃんとあかちゃん　
・神さまに質問「いのち」ってなんですか
・リックのおへや

小峰書房
理論社
教育画劇
偕成社
ポプラ社
PHP研究所
文研出版
福音館書店
ハート出版
のら書房
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

９月1日～１０月31日９月1日～１０月31日参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー
�社  … 社会教育総合センター　　�海  … 海洋センター
�武  … 武道館　　�公  … 公民館　　�上  … 上小体育館

�上 　町民芸術劇場（小学生の部）           月 9 / １
�社 　ふれあい広場                               日日７７

�公 　狂言公演                                      火16

�社 　子ども会祭り（カムカムしちゃいな祭） 土20

�海 　水泳記録会                                   日日2211

�公 　町民芸術劇場（幼児の部）           木10/2

����������������

����������������

なかよしサミットのお知らせ
　

　町内の小・中・高校生が集い、話し合う「なかよし
サミット」を開催します。
　今年のテーマは、『交通安全』です。
　児童生徒による活発な意見交換が行われますので、
町民の皆さんも、ぜひご来場ください。
　

◆日　時　　8月26日（火）　14時30分～15時40分
◆場　所　　武道館（一般公開）
◆テーマ　　「交通安全」について
◆主　催　　上富良野の青少年健全育成をすすめる会
◆主　管　　上富良野町生徒指導推進協議会

　創意工夫した作品、アイデア工作
など自作作品を募集しています。
部　門　小学１・２年生の部
　　　　小学３・４年生の部
　　　　小学５・６年生の部
　　　　中学生の部
期　間　8月19日（火）～8月26日（火）
申込み　各学校まで作品を提出
その他　最優秀賞と優秀賞の作品は、
　　　　上川地方青少年発明くふう
　　　　展に出品します。
問合せ　社会教育総合センター
　　　　��5511

　『交通安全』をテーマにした標語を
募集しています。
部　門   ①標語の部　②イラストの部

③イラスト付標語の部
期　間　8月19日（火）～8月26日（火）
対　象　町内の小・中・高校生
申込み　各学校まで作品を提出
問合せ　社会教育総合センター
　　　　��5511

☆発明くふう展の作品募集☆

プールで“暑さ”を吹き飛ばせ!!
　7月19日（土）上富良野町Ｂ＆Ｇ海洋センター
で水中ゲーム大会が開催されました。
　今年も小学2年生以上と1年生以下の2つのグ
ループに分けて行い、1年生以下は親子のふれ
あいを中心とした遊び、2年生以上は2チームに
分かれて5種目の競技での得点を競い合いまし
た。

　6月２９日(日)住民会対抗ソフトボール大会が開催
されました。男子の部、混成の部に分かれ、男子の
部は泉町住民会、混成の部は大町住民会が優勝しま
した。男子の部で優勝した泉町住民会監督の菅原貴
浩さんにお話を聞きました。
「去年決勝戦で負けた東中住民会を破り、目標で
あった優勝ができてうれしいです。」☆★ 狂言公演 ★☆

　大蔵流能楽師３氏による狂言公演
を行います。
日　時　９月１６日(火)
　　　　開場 １８時３０分　開演 １９時　
会　場　公民館　　
鑑賞料　大人　１,０００円
　　　　高校生以下　５００円
　　　　チケット取り扱い�社会教
　　　　育総合センター・公民館
問合せ　社会教育総合センター
　　　　��5511

　上川管内等の大会において、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、上富良野中学校
陸上部と東中中学校ソフトテニス部の皆さんが見事全道大会に出場しました。
◆上富良野中学校　陸上部
　会　期：平成２０年７月２８日～３０日   　会　場：小樽市手宮公園陸上競技場
　選手名：
 （３年生）  川　崎　光　克（男子100ｍ・男子200ｍ・男子4×100ｍＲ）
　　　　　小松原　大　慈（男子400ｍ・男子4×100ｍＲ）
　　　　　佐々木　勇　人（男子4×100ｍＲ）
　　　　　安　川　　　秀（男子1500ｍ）　　　大　角　一　磨（男子3000ｍ）
　　　　　國　本　主　税（男子砲丸投）　　　 内　田　雄　樹（男子砲丸投）
　　　　　星　野　綺　奈（女子100ｍ・女子100ｍＨ・女子4×100ｍＲ）
　　　　　十　鳥　愛　唯（女子200ｍ・女子4×100ｍＲ）
　　　　　安　田　圭　織（女子800ｍ）　 　     角　田　夏　実（女子1500ｍ）
　　　　　鈴　木　美　結（女子四種競技・女子砲丸投・女子4×100ｍＲ）
 （２年生）  佐々木　将　哉（男子4×100ｍＲ）　 稲　葉　允　建（男子4×100ｍＲ）
　　　　　佐　藤　隆　亮（男子砲丸投）
　　　　　中　村　琴　音（女子4×100ｍＲ）　 鎌　田　　渚（女子4×100ｍＲ）
　　　　　吉　田　　　楓（女子4×100ｍＲ）
 （１年生）  川　村　清一郎（男子4×100ｍＲ）

◆東中中学校　ソフトテニス部
　会　期：平成２０年８月１日～３日
　会　場：函館市千代台公園テニスコート、白百合学園高校テニスコート
　選手名：長谷川　貴　侑（３年）・西　木　貴　洋（３年）（男子個人）
　　　　　北　川　由莉奈（３年）・内　村　　　綾（３年）（女子個人）
　　　　　谷　口　有里沙（２年）・熊　谷　季代里（１年）（女子個人）

北海道中学校体育大会“出場”

☆標語・イラスト付標語の募集☆

第10回住民会対抗ソフトボール大会
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かみふらの生涯学習だより

　7月２５日(金)上富良野町公民館で、上富良野町と国内
外交流の会主催による、英語指導助手のダナ・ビゲロウ
さんの送別会とニコール・ヒューゼビーさんの歓迎会が
行われました。
　ダナさんに英会話を習った方やプライベートで交流
のあった方など72名が集まり、会場を縁日風にしたて
て、焼きそばやたこ焼き、流しそうめんなどを用意し交
流を行いました。また、有頂天の皆さんにヨサコイ
ソーラン踊りを披露していただき、ダナさんとニコー
ルさんも一緒に演舞しました。
　集まった方は別れを惜しみながらも、新しい出会い
を歓迎していました。

２年間ありがとう！ また会いましょう！

ダナ・ビゲロウ
　上富良野に住んで働いたことは、とても素晴らしい経験でし
た。教師として、個人として、たくさんのことを学びました。
　私は、上富良野で会った人々をいつも思い出すでしょう。私
に習字や日本の野球、祭り、鶴の折り方、温泉、そば、納豆、漬
物など日本のたくさんの新しいことを教えてくれてありがとう。
　たくさんの思い出と思い出話を心に一杯つめこんでカナダへ
帰ります。いつの日かまた会いましょう。そのときまで私を覚
えていてくださいね。

ニコール・ヒューゼビーさん
Ｍｓ. Ｎｉｃｏｌｅ　Ｈｕｓｅｂｙ

ようこそ上富良野町へ

ニコール・ヒューゼビー
　上富良野に住むことや働くことを以前より楽しみにしていま
した。そして、カムローズからの親善大使として、新しい友人を
作ったり、様々な日本文化や生活様式を学びたいと思っていま
す。私には旅行やスポーツなどたくさんの趣味があり、また、い
ろいろな種類の音楽や芸術に触れるのが好きなので、日本の文
化や歴史を学びたいと思います。
　私が上富良野にいる間、日本語の勉強をし、そしてたくさんの
友人を持ちたいです。

Welcome to Kamifurano

ダナ・ビゲロウさん
Ｍｓ. Ｄｏｎｎａ　Ｂｉｇｅｌｏｗ




